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9. 研究成果

442



京都大学防災研究所年報 第 66 号 C 
DPRI Annuals, No. 66 C, 2023 

 

9.1 研究成果の概要 
 

業績の区分は，京都大学教育研究活動デー

タベースの定義に基づいて，以下， 
(A) 査読あり論文 
(B) 著書 
(C) その他 

に分類した． 
「(A) 査読あり論文」は，定期的に刊行され

る学術雑誌（journal）に掲載された peer re-
viewed paper，または，講演会を伴いその講演

会で発表される論文が前もって発表論文とし

て査読されるものである．また，「(C) その他」

は，解説・総説，紀要・報告書，講義・講演

会テキスト，新聞・雑誌記事，講演会概要集

などに掲載されたものである．なお，論文の

分類は自己申告に基づく． 
9.3 節に，査読あり論文と特許についての

み，リストアップしておく．リストは，日本

語論文の後に英語論文の順となっている．

 2020 年度 2021 年度 2022 年度 

専任教員数 90 92 93 

研究者数（非常勤研究員を含む） 120 125 135 

著書数 日本語 49 57 40 

外国語 7 4 7 

査読付き論文数 日本語 107 121 74 

外国語 184 157 150 

作品等の数 0 0 0 

その他 323 250 181 

※研究成果は 2023 年 10 月 17 日時点で集計、研究者数（非常勤研究員を含む）は 2022 年度末時点 
※2020 年度および 2021 年度の研究成果登録は 2022 年度集計時より増えているため、京都大学防災研究所年報第 65
号 C 発行時の数値と異なる 
※京都大学防災研究所年報第 65 号 C では「著書」「その他」の集計区分に誤りがあったため、これも修正している 
 

 
※一人あたりの査読論文数は査読付き論文数を研究者数（非常勤研究員を含む）で除した値 
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9.2 特筆すべき研究業績（R2-R4） 
 
 
研究業績の内、特筆すべき成果について記載する。 
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著者・発表者等 タイトル・表題等
発表雑誌・出版

社
・会合等

巻・号 頁 発行・発表年等

(1)
Ryota Otake, Jun 
Kurima, Hiroyuki Goto, 
Sumio Sawada

Deep learning 
model for 
spatial 
interpolation 
of real-time 
seismic 
intensity

Seismological 
Research 
Letters

91(6) 3433-3443 2020

(2)

ショーバックジェイコブ
英輔，栗間淳，後藤浩
之，三上武子，吉田望，
澤田純男

深層学習と数理
モデルの組み合
わせによる土の
繰返しせん断特
性の表現法

AI・データサイ
エンス論文集

3(J2) 201-208 2022

(3)

(1)
Anirban Chakraborty, 
Hiroyuki Goto

Visualizing 
data 
saturation 
process in 
mapping site 
amplification 
of earthquake 
ground motions

Journal of 
Natural 
Disaster 
Science

40(2) 14-25 2020

(2)
後藤浩之，Anirban 
Chakraborty

隣接値の有意差
を反映した空間
確率場の表示法

土木学会論文集
A1（構造・地震
工学）

78(4) I_79-I_86 2022

(3)

(1) Yoshiki Ikeda

Fundamental 
equation based 
on pole 
allocation for 
interstory 
seismic 
isolation of 
buildings

Structural 
Control and 
Health 
Monitoring

Vol.28, No.3 19 pages 2021

(2)
Yoshiki Ikeda, Yuki 
Matsumoto

Unified 
description of 
passive 
vibration 
control for 
buildings 
based on pole 
allocation 
applied to 
three-degree-
of-freedom 
model

Structural 
Control and 
Health 
Monitoring

Vol.29, No.9 17 pages 2022

(3) 松本祐輝，池田芳樹

建物の基礎免
震，中間層免震
および同調型マ
スダンパによる
制振の統一的理
解

構造工学論文集 第68B巻 367-375 2022

特筆すべき研究業績

業
績
番
号

小区分
番号

小区分名
研究テーマ

及び
要旨【200字以内】

学
術
的
意
義

文
化
的
意
義

社
会

、
経
済

、

判断根拠（第三者による評価結果や客観的指標等）
【400字以内。ただし、「学術的意義」及び「社会、経済、

文化的意義」の双方の意義を有する場合は、800字以内】

重複して
選定した
研究業績

番号

共
同
利
用
等

代表的な研究成果・成果物
【最大３つまで】

掲載論文のDOI
（付与されている場合）

10.1785/0220200006

10.11532/jsceiii.3.J2_201

2 22020
構造工学および
地震工学関連

評価値の信頼性を図示する不確実性投影法

地震工学や防災学では，ハザード評価のように，データに基
づいて統計量を空間表示する場面が多い．本研究では，評価
値の信頼性に基づいてアダプティブに平滑度を制御できる不
確実性投影法（UPM）について，その理論的な側面や性質，
様々な応用について研究を進めている．

S S

1 22020
構造工学および
地震工学関連

地震工学における深層学習を活用した時系列データ予測

近年，機械学習の一種である深層学習を利用した技術革新が
進められている．地震工学では，地震波形や動的応答のよう
に時系列データを扱うことが多く，データに基づいた時系列
予測が有用である場面も多い．本研究テーマでは，緊急地震
速報におけるリアルタイム震度の時系列変化を実観測記録か
らリアルタイムに予測する技術や，動的な土質試験データか
ら土の動的応答特性を深層学習によりモデル化する手法につ
いて研究した．

S S

【学術的意義】
近年，多くの観測データ・実験データの収集が図られつつあり，その大量のデータを活用した地震工
学研究が期待されている．従来の数理モデルの枠組みだけではデータに含まれる情報を十分に抽出で
きない可能性がある．近年，機械学習の一種である深層学習を用いることにより，大量のデータから
モデルを構築する技術が様々な分野で導入されている．本研究では，地震工学において特に重要とさ
れる，地震波形データや動的実験データ等の時系列データについて，深層学習を用いて表現力の高い
モデルを構築した．本研究成果は，2022年土木学会AI・データサイエンス論文賞を受賞している．

【学術的意義】
現在，国や自治体を中心に自然災害に関するハザードマップの公開が進められているが，その目的に
反してマップが過剰な安心情報となる場合がある．この問題を解決するため，評価値のばらつきに着
目し，統計的な意味で有意に違いがある場合に限り異なる色合いで表示する不確実性投影法（UPM）が
適用できる可能が高い．本研究は，科研費（基盤B）の研究課題として進められてきたが，関西圏地盤
研究会（DB部会）のテーマにも取り入れられ，実用化に向けた検討も進められている．

10.2208/jscejseee.78.4_I_79

3 22020
構造工学および
地震工学関連

建物の耐震・免震・制振の統一的理解
【要旨】
建物の耐震・免震・制振を共通に支配する方程式が存在する
ことを，極配置に基づいて発見した．この式は建物の設計で
拘束条件として機能し，目標性能を指定すると免震・制振装
置の規模を拘束し，装置の規模を先に決めると達成できる性
能を制約する．目標性能と免震・制振装置の規模の間のト
レードオフ関係を理論的に表現している．この条件式を明ら
かにした研究は過去にはなく，耐震構造も包含する統一式に
なっている．

S

【学術的意義】
中間層免震建物は，免震層をはさむ上部構造と下部構造物の連成効果により複雑な動特性を示すこと
が知られていた．論文1は，中間層免震装置の固有振動数とダンパの規模が建物全体系のモード特性に
どのように関係しているのかを明らかにして，数値解析でしか示されていなかった動特性を閉じた数
式で説明することに成功した．続く論文2と3は，同様の式により耐震・免震・制振構造を統一理解で
きることを示した．統一式により理論的に実現不可能な制御目標の設定を回避できるようになり，免
震・制振効果の物理的理解が容易になった．制振建物の試行錯誤的な設計の改善にも貢献した．論文1
は，The International Association for Structural Control and Monitoring（IASCM）が学会論文
集から最優秀論文を年1編表彰するIASCM Takuji Kobori Prizeを2022年に受賞し，高い評価を受け
た．論文集は土木・建築構造物の先端分野である振動制御とモニタリングを対象にしており，賞は表
彰委員会が年間の全論文を精査して選ぶ方式を採用している．

10.1002/stc.2687

10.1002/stc.2995

10.3130/aijjse.68B.0_367
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(1)

Doan Van Binh, Sameh A. 
Kantoush, Tetsuya Sumi, 
Nguyen Phuong Mai, 
Trieu Anh Ngoc, La Vinh 
Trung, Tran Dang An

Effects of 
riverbed 
incision on 
the hydrology 
of the 
Vietnamese 
Mekong Delta

Hydrological 
Processes

35(2) 1-21 2021

(2)
Doan Van Binh, Sameh 
Kantoush, Tetsuya Sumi

Changes to 
long-term 
discharge and 
sediment loads 
in the 
Vietnamese 
Mekong Delta 
caused by 
upstream dams

Geomorphology 353 107011 2020

(3)

Doan Van Binh, Sameh A. 
Kantoush, Mohamed 
Saber, Nguyen Phuong 
Mai, Shreedhar Maskey, 
Dang Tuan Phong, 
Tetsuya Sumi

Long-term 
alterations of 
flow regimes 
of the Mekong 
River and 
adaptation 
strategies for 
the Vietnamese 
Mekong Delta

Journal of 
Hydrology: 
Regional 
Studies

32 100742 2020

(1)
木戸 研太郎, 角 哲也, 
道広 有理, 木谷 和大

長時間アンサン
ブル降雨予測を
用いた大型台風
接近時における
効果的なダム事
前放流方法の検
討

ダム工学 30(2) 138-148 2020

(2)
野原大督・木谷和大・道
広有理・角  哲也

利水ダムにおけ
る事前放流の意
思決定への
ECMWF中期アン
サンブル予報の
利用性の分析

土木学会論文集
B1(水工学)

76(2)  I_829-I_834 2020

(3)

岡本悠希・小柴孝太・
Mohamed SABER・竹門康
弘・Sameh KANTOUSH5・角　
哲也

大井川における
利水ダムを含む
縦列ダム群の洪
水防災操作に関
する研究

土木学会論文集
B1(水工学)

78(2) I_1243-I_1248 2022

(1)
野原 大督, 角 哲也, 鳥
山 亜紀, 長谷川 夏来

令和2年7月豪雨
災害から示唆さ
れた拠点医療機
関の水害対策の
課題と方向性

土木学会論文集
B1（水工学）

77(1) 191-202 2021

(2) 野原大督, 角  哲也

浸水想定区域図
やハザードマッ
プを利用した全
国の感染症指定
医療機関の浸水
想定状況の調査

自然災害科学 39(2) 101-112 2020

(3)
角 哲也，佐山 敬洋，鳥
山 亜紀，長谷川 夏来

患者を守る水害
対策 総論 水害
時の医療継続へ
の課題とその対
策-科学的根拠
に基づいた｢タ
イムライン防災
計画｣策定と災
害時情報共有シ
ステムの開発

看護 75(5) 66-72 2023

https://doi.org/10.1002/hyp.14030

https://doi.org/10.1016/j.geomorph.2019.107

https://doi.org/10.1016/j.ejrh.2020.100742

SS

5 22040 水工学関連

長時間アンサンブル降雨予測を用いた統合ダム防災支援シス
テムの開発

SIP2期：国家レジリエンス（防災・減災）の強化「テーマ
Ⅵ：スーパー台風被害予測システム開発」課題の一環とし
て，欧州中期予報センター（ECMWF）の15日間51メンバーの
長時間アンサンブル降雨予測を用いて，ダムの異常洪水発生
の危険性および出水後の水位回復の可能性の両者を踏まえた
ダムの事前放流操作，さらには，水力発電の最大化を含めた
「治水・利水のWIN-WIN」を目指したダムの高度運用手法に
ついて開発を行った．

S

【学術的意義】
(1)の論文は，2019年台風第19号時に大規模出水が発生したダム流域の長時間アンサンブル降雨予測情
報に統計的ダウンスケーリング手法を適用し，大型台風接近時における長時間アンサンブル降雨予測
の適用性と効果的な事前放流方法についてモデル解析を行ったものである．解析結果から，長時間ア
ンサンブル降雨予測を用いて総降雨量，必要な洪水貯留量および回復可能量を経時的，確率論的に把
握できることが示され，それに基づき，ダムの事前放流の早期開始および降雨予測の変化に適応した
放流量設定の考え方を整理し，その算定方法を提案しており，不確実性の高い長時間の降雨予測情報
をもとに，治水および利水面の両立を図りながらいかにダム操作を最適化するかを論じたものであ
る．その成果により，2021年度のダム工学会論文賞を受賞した

【社会、経済、文化的意義】
河川流域における多目的ダムや利水ダムの事前放流は流域治水における重要なメニューであり，特に
利水者に対して納得感が得られるダム操作手法を提示したことは今後の流域治水の推進に大きく貢献
する成果である．また，事前放流のみならず，洪水調節から後期放流までの一連のダム操作の過程で
の水力発電利用の最大化にも貢献するものであり，再生可能エネルギーを増加させてカーボンニュー
トラルにも大きく貢献する成果である．これら成果をベースとするダムの操作ルールについて，国土
交通省を中心に検討が進められている．また，このような長時間アンサンブル降雨予測を用いてダム
の防災操作を進める考え方はNHK時論公論「台風１９号から２年～既存ダム 最大限の防災活用を
（2021.10.13）」https://www.nhk.or.jp/kaisetsu-blog/100/455613.html　でも紹介された．

https://doi.org/10.11315/jsde.30.138

https://doi.org/10.2208/jscejhe.76.2_I_829

https://doi.org/10.2208/jscejhe.78.2_I_1243

4 22040 水工学関連

国際河川メコン川の「統合水資源管理」に関する研究

「日ASEAN科学技術イノベーション共同研究拠点」(JASTIP) 
の一貫として，メコン川の「統合水資源管理」について検討
を行った．メコン川では，上流ダム群の建設などにより水
量・土砂供給量の両者に大きな環境変化が生じており，長期
的な流量・流砂量データの分析および現地観測をThuy Loi大
学と共同で実施するとともに，メコン川下流部の水理モデル
を構築し，将来の流量や流砂量減少による河床低下・農業用
水に対する塩水影響などを明らかにした．

SS

SS

【学術的意義】
(1)の論文は，Hydrological Processes(Willey社）のTop Downloaded Paperに選定された．さらに，
(2)および(3）の論文は，それぞれ既に96, 41編の論文に引用されており，これら論文の成果は，メコ
ン川の環境の現状を理解する上で，ダム建設などに伴う歴史的な環境変化の分析，さらには詳細な現
地調査（濁度，塩分濃度，水理量（水深，流速など））およびこれらを用いた将来のシナリオ分析を
行っている点で高く評価されている結果である．

【社会、経済、文化的意義】
これら成果は、JICA報告書（ID 12335295, 2022.3）「東南アジア地域 メコン河流域における環境社
会に配慮したダム運用に係る情報収集・確認調査」においても引用されるなど、学術的意義ととも
に、国際河川メコン川の環境変化に対する日本政府の今後の技術協力方針にも活用される可能性が高
く，社会，経済の観点からも特筆すべき成果と考えられる．

○

https://doi.org/10.2208/jscejhe.77.1_191

https://doi.org/10.24762/jndsj.39.2_101

https://doi.org/10.32181/jna.0000000782

SS6 25020 安全工学関連

災害拠点病院の水害対応BCPに関する研究

新型コロナウイルス感染症の拡大を受けて，全国の感染症指
定医療機関の水害脆弱性を調査し令和2年4月に公表した．同
年7月熊本豪雨では，球磨川が氾濫し，災害拠点病院でもあ
る人吉医療センターが浸水被害を受け，発災前後の災害対応
に多くの課題が顕在化した．そこで，京大防災研と清水建
設，人吉医療センターの３者による共同研究を実施して「水
害対策タイムライン防災計画」を策定し，実地訓練による有
効性を明らかにした．

S

【社会、経済、文化的意義】
全国の感染症指定医療機関の水害脆弱性については，千年に1度レベルの大豪雨で34％が，100～200年
に1度レベルでも26％が浸水被害を受けるという調査結果を公表し，全国紙をはじめとする多くのマス
コミに取り上げられた．災害拠点病院の水害タイムラインの計画策定にあたっては，工学（土木と建
築）および医療の３者連携により病院の建築・設備の実態に基づき水害リスクを評価し，それをベー
スに必要な災害対応業務と実施判断基準（トリガー），および担当者間の連携方法を整理し，７段階
の災害ステージに合わせて時系列的に順次実行する計画を提案した．最も重要な実施判断には，公開
気象情報に加えて，SIP2期：国家レジリエンス（防災・減災）の強化「テーマⅥ：スーパー台風被害
予測システム開発」課題の一環として開発してきた「全国版RRIモデル」のデータを活用し，球磨川の
水位予測と追加降雨の組み合わせで段階ステージを上げて行く方法を提案した．
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(1)
筒井智樹・味喜大介・井
口正人

ピラー直結型海
底地盤変動観測
装置に関する測
位実験

京都大学防災研
究所年報

第65号B 48 - 66 2022年

(2)

(3)

(1)
為栗　健・八木原　寛・
筒井智樹・井口正人

高分解能な３次
元地震波速度構
造解析による姶
良カルデラ下の
イメージング

火山 第67巻 第1号 69 - 76 2022年

(2)
筒井智樹・為栗　健・井
口正人

人工地震記録に
よる姶良カルデ
ラ西部の地殻内
S波地震波反射
面の推定

火山 第66巻 第2号 71 - 81 2021年

(3)

(1) Hotta, K., Iguchi, M.

Tilt and 
strain change 
during the 
explosion at 
Minami-dake, 
Sakurajima, on 
November 13, 
2017

Earth, Planets 
and Space

73 70 2021

(2)
Koike, M., Nakamichi, 
H.

Dike Inflation 
Process 
Beneath 
Sakurajima 
Volcano, 
Japan, During 
the Earthquake 
Swarm of 
August 15, 
2015

Frontiers in 
Earth Science

8 600223 2021

(3)
Iguchi, M., Yamada, T., 
Tameguri, T.

Sequence of 
volcanic 
activity of 
Sakurajima 
volcano, 
Japan, as 
revealed by 
non-eruptive 
deflation

Frontiers in 
Earth Science

10 727909 2022

(1)
Maki, M., Kim, Y., 
Kobori, T., Hirano, K., 
Lee, D.-I., Iguchi, M

Analyses of 
three-
dimensional 
weather radar 
data from 
volcanic 
eruption 
clouds

Jour. 
Volcanol. 
Geotherm, Res.

412 107178 2021 doi.org/10.1016/j.jvolgeores.2021.107178

S

【学術的意義】
本研究により得られた知見は、現在活動中の山頂噴火におけるマグマの貫入・噴出過程に制約条件を
与えるだけでなく、今後、数十年以内に発生するとされる大規模山腹噴火に前駆するマグマの貫入と
その発展過程、さらに噴火開始後の噴火活動推移に重要な示唆を与えるものである。

doi:10.1186/s40623-021-01392-6

doi:10.3389/feart.2020.600223

doi.org/10.3389/feart.2022.727909

9 17040
固体地球科学関

連

桜島火山におけるマグマの貫入・噴出過程の研究

【要旨】桜島火山において火山活動研究センターが継続sる
地震、地盤変動などの多項目観測を駆使して、桜島へのマグ
マの貫入と噴出過程を明らかにした。(1)では南岳第3活動期
では最大級の爆発を解析し、北岳下のマグマたまりを見出し
た。(2)ではダイク貫入による地震活動推移を震源分布とメ
カニズム解から明らかにした。(3)では一連の噴火活動期に
おける揮発性成分に富む噴出から脱ガスマグマの噴出への遷
移過程を明らかにした。

S

S

【学術的意義】
数百立方キロメートルに及ぶ噴出物を短時間のうちに放出する巨大噴火活動の結果として形成された
カルデラ火山では、数万年の間隔で巨大噴火活動が繰り返し発生するケースがあることが知られてい
る。また巨大噴火の原因となる多量のマグマを蓄積するマグマ溜まりの様態を解明することはカルデ
ラ火山の現在の状況の理解を深めることになり、さらにその内部の変化を解明することはカルデラ火
山の巨大噴火に関するプロセスの理解につながることが期待される。

【社会、経済、文化的意義】
カルデラ火山における巨大噴火活動は数百立方キロメートルの莫大な噴出物を伴い、噴出源近傍で

は百メートル程度の厚さの火山噴出物の堆積を伴う。このような巨大噴火活動が現代の社会で発生し
た場合、国家規模の災害となり得る。このようなポテンシャルをもつ巨大火山の規模とその内部構造
と規模を理解することは社会的、経済的、文化的にも有意義なことである。

https://doi.org/10.18940/kazan.67.1.69

https://doi.org/10.18940/kazan.66.2.718 17040
固体地球科学関

連

姶良カルデラの地下構造に関する研究

　本研究はカルデラ火山のマグマ供給系の規模と形態を知る
ことを目的として、固体地球物理学的な手法を用いてカルデ
ラ火山とその周辺の現在の地下構造の解明を行う。現時点で
は南部九州の姶良カルデラを対象として研究を行い、将来的
には他のカルデラ火山との比較研究を行い、カルデラ形成巨
大噴火の発生の場を解明する。

S

7 17040
固体地球科学関

連

海底地盤変動観測装置の開発

　本研究は中央部が水没しているカルデラ火山においてその
中央部の地盤変動を連続的に観測することを目的とした観測
技術の開発である。海底地盤変動観測装置を開発し実際に運
用することにより、他のカルデラ火山への応用を視野に入れ
たノウハウの蓄積に加えて、マグマ蓄積および移動にともな
うカルデラ火山のマグマ供給系の挙動をこれまでより詳細に
把握し、巨大噴火を産み出すカルデラ火山のマグマ供給系の
理解に貢献する。

S

【学術的意義】
　数百立方キロメートルに及ぶ噴出物を短時間のうちに放出する巨大噴火活動の結果として形成され
たカルデラ火山は、巨大な陥没地形であるためにその中心部が水没していることが多い。そのために
カルデラ火山の活動を把握するための地盤変動観測はカルデラ地形の縁辺部の陸上で行われることが
多く、縁辺部の陸上観測だけではカルデラ火山のマグマの移動様態把握やマグマ蓄積量の精度を挙げ
ることには限りがあった。新たに水没したカルデラ火山の中央部で地盤変動を連続的に観測する技術
を開発することで、カルデラ火山のマグマ蓄積量推定や移動様態把握の精度が向上することが期待さ
れる。

【社会、経済、文化的意義】
カルデラ火山における巨大噴火活動は数百立方キロメートルの莫大な噴出物を伴い、噴出源近傍で

は百メートル程度の厚さの火山噴出物の堆積を伴う。過去に鬼界カルデラで発生した巨大噴火が九州
南部の縄文文明を滅ぼしているが、このような巨大噴火活動が現代の社会で発生した場合、小説「日
本沈没」で描かれたような国家規模の災害となることであろう。このようなポテンシャルをもつ巨大
火山の噴火準備プロセスを把握する手段をもつことは社会的、経済的、文化的にも有意義なことであ
る。

S
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(2)
Maki, M., Takaoka, R., 
Iguchi, M.

Characteristic
s of particle 
size 
distributions 
of falling 
volcanic ash　
measured with 
optical 
disdrometers 
at Sakurajima 
volcano, Japan

Atmosphere 12(5) 608 2021

(3)
Kobori, T., Maki, M., 
Fujiyoshi, Y., Iguchi, 
M., Fukushima, S.

Estimating 
volcanic 
eruption 
column height 
and growth 
rate using X-
band marine 
radar at the 
Sakurajima 
Volcano

Scientific 
Online Letters 
on the 
Atmosphere

18 231-235 2022

(1)
Poulidis, A. P., 
Shimizu, A., Nakamichi, 
H., Iguchi，M.

A 
computational 
methodology 
for the 
calibration of 
tephra 
transport　
nowcasting at 
Sakurajima 
volcano, Japan

Atmosphere 12(1) 104 2021

(2)
Takishita, K., 
Poulidis, A.P., Iguchi, 
M.

Tephra4D: A 
Python-based 
model for 
high-
resolution 
tephra 
transport and 
deposition 
simulations – 
Applications 
at Sakurajima 
volcano, Japan

Atmosphere 12(3) 331 2021

(3)
Iguchi, M., Nakamichi, 
H., Takishita, K., 
Poulidis, A. P.

Continuously 
operable 
simulator and 
forecasting 
the deposition 
of volcanic 
ash from 
prolonged 
eruptions at 
Sakurajima 
Volcano

Jour. Disast. 
Res.

17 805-817 2022

(1)
Miwa, T., Geshi, N., 
Itoh, J., Tanada, T., 
Iguchi, M.

Automatic 
onsite imaging 
of volcanic 
ash particles 
with VOLCAT: 
Towards quasi-
real-time 
eruption style 
monitoring

Journal of 
Volcanology 
and Geothermal 
Research

416 107267 2021 doi.org/10.1016/j.jvolgeores.2021.107267

S

【学術的意義】
気象庁が発表する降灰予報は、風速場のGPVを使用しているため火山周辺の複雑地形を考慮したもので
はなかった。本研究では3次元の風速場とその時間変化を考慮することにより、火山周辺の降灰量を高
精度化した。また、噴出率を常時評価して時間関数として扱うことにより、常に降灰量を予測するこ
とを自動で可能とした。このことは降灰ハザードをその時点の噴出率と風速場を常に評価することを
意味するので、防災対策に使用可能である。本研究を含む次世代火山研究事業のサブテーマは文部科
学省よりS評価を受けている。

doi.org/10.3390/atmos12010104

doi:10.3390/atmos12030331

doi.org/10.20965/jdr.2022.p0805

11 17030
地球人間圏科学

関連

火山灰の移流・拡散・降下の予測

【要旨】地球物理学的観測により求められる噴出率を初期条
件として、WRFにより高解像度化された風速場に基づいて、
移流・拡散モデルの妥当性を示した。また、3次元の風速場
とその時間変化を考慮した火山灰粒子追跡法を開発した。こ
れらを連続化された自動シミュレータとして構築し、リアル
タイムで火山灰評価ができるシステムを開発した。

S

SS

【学術的意義】
本研究成果の意義は、目視できない場合でも噴煙を検知できるレーダー観測が噴火現象の把握に必須
の観測項目であることを示し、さらに事例を重ねることにより実装段階まで高めたことにある。レー
ダの反射強度から得られる降灰量は、雨量観測におけるレーダ雨量に対応するものであり、降灰状況
の把握に活用できる。また、船舶レーダは噴煙の動態を把握できる技術で、噴煙の上昇・対流・降下
といった、従来シミュレーションのみに依存していた噴煙のダイナミクス研究を観測面から促進させ
るものである。本研究を含む次世代火山研究事業のサブテーマは文部科学省よりS評価を受けている。

doi.org/10.3390/atmos12050601

doi: 10.2151/sola.2022-037

10 17030
地球人間圏科学

関連

気象レーダーによる噴煙の動態把握

【要旨】従来、気象観測に用いられてきたレーダ技術を火山
噴煙の検出に適用し、火山監視への実用化を図った。噴煙か
らの反射強度分布を地上降灰量と比較して経験的に反射強
度ー降灰量式を提案し、火山灰の粒径分布を考慮することに
より、理論的にもその精度を向上させた。さらに、船舶レー
ダによる高頻度スキャンは噴煙の動態把握に有効であること
を示した。

SS
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(2)
Takishita, K., 
Poulidis, A-P., Iguchi, 
M.

In-situ 
measurement of 
tephra deposit 
load based on 
a disdrometer 
network at 
Sakurajima 
volcano, Japan

Journal of 
Volcanology 
and Geothermal 
Research

421 107442 2022

(3)

Freret-Lorgeril, V., 
Bonadonna, C., Rossi, 
E., Poulidis, A., 
Iguchi, M.

New insights 
into real-time 
detection of 
tephra 
grainsize, 
settling 
velocity and 
sedimentation 
rate

Scientific 
Report

12 4650 2022

(1)
土井一生・前田拓人・釜
井俊孝・王功輝

地震波形記録に
よる斜面崩壊の
発生場所と発生
形態の推定　－
2017年九州北部
豪雨災害・日田
市小野地区の斜
面崩壊を例とし
て－

応用地質 61巻、5号 245-254ページ 2020

(2)

(3)

(1)

Plata-Martinez, R., S. 
Ide, M. Shinohara, E. 
S. Garcia, N. Mizuno,
L. A. Dominguez, T.
Taira, Y. Yamashita, A. 
Toh, T. Yamada, J.
Real, A. Husker, V. M.
Cruz-Atienza and Y. Ito

Shallow slow 
earthquakes to 
decipher 
future 
catastrophic 
earthquakes in 
the Guerrero 
seismic gap

Nature 
Communications

12 2021

(2)

Tago, J., V.M. Cruz-
Atienza, C. 
Villafuerte, T. 
Nishimura, V. 
Kostoglodov, J. Real, 
and Y. Ito

Adjoint Slip 
Inversion 
under a 
Constrained 
Optimization 
Framework: 
Revisiting the 
2006 Guerrero 
Slow Slip 
Event

Geophys. J. 
Int

226(2) 1187–1205 2021

(3)

Cruz-Atienza, V.M., J. 
Tago, C. Villafuerte, 
M. Wei, R. Garza-Girón, 
L. A. Dominguez, V.
Kostoglodov, T.
Nishimura, S. I.
Franco, J. Real, M. A.
Santoyo, Y. Ito, and E. 
Kazachkina

Short-term 
interaction 
between silent 
and 
devastating 
earthquakes in 
Mexico

Nature 
Communications

12 2021

SS

【学術的意義】
本プロジェクトでは、海底観測の先進国としての日本の知見と海底観測技術をメキシコ国に導入し、 
海底観測網を整備し、スロースリップと巨大地震との相互作用及びプレート間固着の解明を目指し
た。さらに、地震・ 津波シナリオを設定し、ハザード・リスクマップの作成と検証も進めた。その上
で、津波がもたらす被害からの対策として現地における効果的な減災教育プログラムを確立するな
ど、学際的なプログラムとして当初の目標を達成した。 
海底観測網の整備と観測技術の提供により、メキシコ側の研究・技術レベルの向上を達成した。

【社会，経済，文化的意義】
現地における減災教育プログラムの実践は、メキシコ国内の特に沿岸部の広い地域に浸透し、様々な
防災活動に発展するなど、社会的意義も大きい。さらにプロジェクトの上位目標であった中南米・カ
リブ地域における津波減災教育プログラムの普及・活用にも大きな可能性をもたらした。

以上の成果によりSATREPS 防災分野の課題として初のS評価として、科学技術と社会実装の両面で極め
て秀逸な成果が得られたと評価された。

doi:10.1038/s41467-021-24210-9

doi:10.1093/gji/ggab165

doi:10.1038/s41467-021-22326-6

14 17030
地球人間圏科学

関連

メキシコ沿岸部の巨大地震・津波災害の軽減に向けた総合的
研究

メキシコ沿岸部において、メキシコにおける地震・津波災害
の軽減に資する国際共同プロジェクトを、地球規模課題対応
国際科学技術協力プログラム(SATREPS)のスキームに基づ
き、2016年から2022年の期間で実施した。

SS

S
「応用地質」に掲載された論文「地震波形記録による斜面崩壊の発生場所と発生形態の推定　－2017
年九州北部豪雨災害・日田市小野地区の斜面崩壊を例として－」が日本応用地質学会令和4年（2022）
論文賞を受賞した。

13 17030
地球人間圏科学

関連

地震観測網による斜面崩壊のメカニズム理解や早期検知：　
定常地震観測網による斜面崩壊の検知について、2017年に大
分県日田市で発生した斜面崩壊を例にその検知能力を検証し
た。また、励起された地震動の特徴から斜面崩壊の発生メカ
ニズムを推定した。

S

S

【学術的意義】
従来、噴火発生後の人手による調査によって、火山灰等の堆積物の量や噴出物の特性が明らかにされ
てきた。しかし、これでは噴火の規模の評価だけでも膨大な時間を要し、現実的な災害対応にはほと
んど役に立たない。本研究の成果は降灰量の計器観測を可能とするものであり、地震でいえば震度
計、降雨でいえば雨量計に相当する。ディスドロメータによる降灰観測は実装段階にあり、この研究
成果によりリアルタイムでの降灰把握が可能となる。降灰観測において大きな技術革新といえる。本
研究を含む次世代火山研究事業のサブテーマは文部科学省よりS評価を受けている。

doi.org/10.1016/j.jvolgeores.2021.107442

doi.org/10.1038/s41598-022-08711-1

12 17030
地球人間圏科学

関連

降下火山灰のリアルタイム観測

【要旨】従来人手によって採取・分析されていた火山灰粒子
の採取・分析の自動化を図った。（1）では火山灰粒子を採
取し、洗浄した粒子を画像として送信するシステムが開発さ
れた。（2）、(3)では気象観測に用いられるディスドロメー
タにより火山灰粒子の粒径と落下速度を測定し、粒径・落下
速度毎の粒子数から降灰量を求める経験式が提案された。ま
た、これにより降灰速度に時間情報を付与することが可能と
なった。

S
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(1)
Xu PL, Du F, Shu YM, 
Zhang HP, Shi Y

Regularized 
reconstruction 
of peak ground 
velocity and 
acceleration
from very 
high-rate GNSS 
precise point 
positioning 
with 
applications
to the 2013 
Lushan Mw6.6 
earthquake

Journal of 
Geodesy

95 2021

(2)

(3)

(1)

Takahiro Sayama, 
Masafumi Yamada, 
Yoshito Sugawara, Dai 
Yamazaki

Ensemble flash 
flood 
predictions 
using a high-
resolution 
nationwide 
distributed 
rainfall-
runoff model: 
case study of 
the heavy rain 
event of July 
2018 and 
Typhoon 
Hagibis in 
2019

Progress in 
Earth and 
Planetary 
Science

7(1) 2020

(2)
山田真史, 佐山敬洋, 山
崎大, 渡辺恵

日本全域分布型
水文モデルへの
河道測量横断面
反映手法の開発
と水位再現性の
検証

土木学会論文集
B1(水工学)

78(1) 7-22 2022
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22040 水工学関連

中小河川を含む日本全国の洪水予測モデル開発に関する研究

日本全国を対象に、観測情報の限られた中小河川においても
洪水を予測できる統一的な洪水予測システムを開発した。学
術的には、計測可能な土壌特性を反映できるモデル開発、多
数の断面情報を用いた河道特性の分析、パラメータ地域統合
化などの基礎研究を進めた。一連の研究はSIP(第2期)の枠組
みで実施し、本川・支川が一体となった洪水予測の国交省施
策では、本研究で改良を進めたRRIモデルの応用が進んでい
る。

S SS

【学術的意義】
・日本全国の河川を対象に、150 m分解能で洪水をリアルタイムに予測できるシステムを開発した。
・パラメータの地域統合化手法を提案して、土壌や地質による洪水流出特性の違いを反映できるモデ
ルの開発を開発した。
・RRIモデルの開発と応用により、河川氾濫予測技術を向上させた成果に基づいて、日本気象協会から
2022年度の「日本気象協会岡田賞」を受賞した。

【社会的意義】
・左記のSIPの研究開発期間中に気象業務法が改正され、国土交通省の新たな施策「本川・支川が一体
となった洪水予測」に結び付き、一級水系については、国土交通省が一体的に洪水予測を行うことが
決まった。降雨流出予測の基幹モデルとしてRRIモデルの応用が進む。

・京都府と防災研究所との共同研究を2021年度より開始し、従来予測情報が提供されていなかった中
小河川においても、市町村に情報提供される新たな水位・氾濫予測システムの開発が進んだ。2023年
度中に実用化が予定されており、水位のみならず周辺の浸水までも一体的に予測する点で革新的な取
り組みとなっている。同様のシステムは、兵庫県でも開発・実用化の取り組みが進んでいる。

25030 防災工学関連 ハザード・社会の将来変化に対応できる適応戦略 SS SS

【学術的意義】
気候変動による災害リスクについて、ハザードと社会の曝露・脆弱性の将来の長期評価を行い、それ
に伴う不確実性を適切に扱った適応戦略開発を行う。都市圏レベルと流域レベルに区分して適応政策
の設計を検討する。都市圏レベルについては、東京、大阪、名古屋の三大都市圏を目標に高潮リスク
に対して堤防嵩上げを中心とした適応戦略を考える。また、流域レベルでは、グリーンインフラを含
む多様な施策の最適なポリシーミックスを立案・評価する手法を構築し、全国展開のためのプロトタ
イプ作成を目指す。

【社会、経済、文化的意義】
項目の最終成果として、上記の様々な要因を時間と空間の整合性をとりながら統合し、予測の不確実
性を反映させた経済被害と人的被害の2100年までのリスクカーブを作成する。

https://doi.org/10.1029/2022EF003031

https://doi.org/10.1016/j.rie.2022.09.007

10.1186/s40645-020-00391-7

10.2208/jscejhe.78.1_7

10.2208/jscejhe.77.1_124

【学術的意義】
GNSSの50 Hz精密位置測位（PPP）波形から地動の速度と加速度を推定することを逆問題として定式化
し、最小二乗誤差の基準を提案して、速度と加速度の解を正則化する方法を考案した。この手法を
2013年Lushan地震の強震動へ適用し、高周波GNSSデータから25Hzサンプリングでの速度と加速度の波
形を再構成し、PGVおよびPGAを精度よく推定することに成功した。この研究論文は、2021年1月に
Journal of Geodesyに掲載された。
さらに、この研究をもとに、正則化アルゴリズムに基づくcomputerized accelerometersという加速度
センサーを発案し、2023年に特許を取得した（日本特許庁、特許第7221562号、発明者、徐培亮）。
これらの研究成果について、2023年国際測地学及び地球物理学連合ベルリン大会において招待講演を
行うことになっている。

https://doi.org/10.1007/s00190-020-01449-6
15 17040

固体地球科学関
連

高周波GNSSの理論的研究と強震動予測への応用および加速度
センサーの技術革新

高周波GNSSデータから地動の速度と加速度を推定することを
逆問題として定式化し、最小二乗誤差の基準を提案して、速
度と加速度の解を正則化する方法を考案した。この手法を
2013年Lushan地震の強震動へ適用し、25Hzサンプリングでの
速度と加速度の波形を再構成し、PGVおよびPGAを精度よく推
定することに成功した。さらに、正則化アルゴリズムに基づ
くcomputerized accelerometersという加速度センサーを発
案した。
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(4)
黒田望、梶谷義雄、多々
納裕一

平成30年7月豪
雨後の産業部門
における売上回
復過程の統計分
析

土木学会論文集
B1（水工学）

78 48-62 2022

(5)
黒田望、梶谷義雄、多々
納裕一

交通機能低下に
対する産業部門
のレジリエンス
ファクターの推
計

自然災害科学 41 特別号 173-185 2022

18 25031 防災工学関連 災害後の産業部門における回復過程の分析 SS SS

【学術的意義】

産業部門は、洪水や地震などの自然災害リスクに曝されており、災害レジリエンスの構築が、事業の
継続性を確保し、競争力を高めるために必要である。しかしながら、自然災害に対する産業の回復力
の実証的証拠はほとんど提供されておらず、特にインフラストラクチャの状態や復興のための資金の
利用可能性等、社会経済的要因が復旧課程に及ぼす影響に関する定量的な分析はほとんどなされてい
ない。本研究では、災害後のアンケート調査に基づき、産業部門の回復過程との関係を定量的に評価
しうるモデルを推定する。さらに、浸水深、堆積した土砂、ライフラインサービス (電気、水道、ガ
ス)、および輸送などの社会経済要因を共変量としてモデルに組み込み、これらの要因が産業の回復過
程に及ぼす影響を定量的に評価することに成功した。

【社会、経済、文化的意義】
産業部門的回復力を分析することは、災害による生産能力の損失を計算するのに役立つ。事業継続保
険等保険や災害証券の設計はもとより、費用便益分析等を実施する際の基礎的情報としてきわめて有
用であり、政策決定者や企業経営者が災害後の復興資源を配分したり、将来の潜在的な損失を回避す
るための事業継続計画を策定するための実証的な証拠としても利用可能である。

https://doi.org/10.1016/j.jclepro.2022.13387

https://doi.org/10.1016/j.ijdrr.2022.103384.

https://doi.org/10.1016/j.ijdrr.2023.103577.
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9.3 研究成果一覧 
 
令和 4 年度 

五十嵐 徹; 澤田 純男; 後藤 浩之, 半地下構造物の設計

に用いる地震時土圧と残留土圧の簡易推定法, 
20221120, 土木学会論文集 A1（構造・地震工学）, 
78, 3, 490, 507, 10.2208/jscejseee.78.3_490 

五十嵐孝浩; 竹林洋史; 浜田裕貴; 鶴田庸介; 伊藤渚生; 
双木笙太; 田中安理沙; 上村雄介, 解析雨量による土

砂災害雨量指数を用いた土砂災害発生リスクの評

価指標, 202211, 土木学会論文集 B1（水工学）, 78, 
2, I_373, I_378,  

石原 由菜; 牧 紀男; 倉田 真宏; 趙 晃済; 大鶴 繁, 地震

災害時の医療機能に対する影響評価の試み—大阪北

部地震の影響分析から, 202212, 日本災害医学会雑

誌, 27, 3, 195, 200, 10.51028/jjdisatmed.27.3_195 
伊藤 裕也; 栗間 淳; 後藤 浩之; 澤田 純男, 液状化地盤

のスロッシング現象によるひずみの局所化に関す

る一考察, 20220928, 土木学会論文集 A1（構造・地

震工学）, 78, 4, I_57, I_69, 
10.2208/jscejseee.78.4_i_57 

伊藤駿; 森信人; 志村智也; 宮下卓也, 可能最大高潮モ

デルを用いた HighResMIP 実験にもとづく日本沿岸

の高潮リスクの将来変化予測, 2022, 土木学会論文

集 B2（海岸工学）, 78, 2, I_85, I_90,  
岩堀卓弥; 中野元太; 矢守克也, 日本とメキシコの地震

リスク認知の欠落を相互補完するサイエンスコミ

ュニケーション, 2022, 自然災害科学, 40, 465, 481,  
大風翼; 友清衣利子; 菊本英紀; 富永禎秀; 玄英麗; 水谷

国男; 中嶋唯貴; 西嶋一欽, 令和元年台風第 15 号で

被災した住家等の居住環境調査, 20220620, 日本建

築学会技術報告集, 28, 69, 1083, 1088, 
10.3130/aijt.28.1083 

大津暢人; 北後明彦; 荒木裕子; 佐藤ゆかり; アナ マリ

ア クルーズ; 朴ヘジョン, 浸水とそれに伴う水蒸気

爆発による複合災害における自主防災組織等によ

る災害時要援護者の避難支援, 2022, 日本火災学会

論文集 = Bulletin of Japan Association for Fire Science 
and Engineering / 日本火災学会 編, 72, 3, 57, 66,  

大西 正光, 空港コンセッション事業におけるパンデミ

ック対応のための経済的支援策, 202204, 土木学会

論文集 D3（土木計画学）, 78, 6, II_730, II_738, 
10.2208/jscejipm.78.6_ii_730 

大畑翔平; 志村智也; PRINGLE, W; 宮下卓也; 森信人, 
全球非構造格子モデルを用いた過去極端水位の長

期評価, 2022, 土木学会論文集 B2（海岸工学）, 78, 
2, I_943, I_948,  

岡田智晴; 志村智也; 森信人; 宮下卓也; WEBB, A; 水田

亮, スラブ海洋結合全球大気大循環モデルを用いた

月固定 EA 実験による気候変動の台風への影響評価, 
2022, 土木学会論文集 B2（海岸工学）, 78, 2, I_955, 
I_960,  

岡本 悠希; 小柴 孝太; Mohamed SABER; 竹門 康弘; 
Sameh KANTOUSH; 角 哲也, 大井川における利水ダ

ムを含む縦列ダム群の洪水防災操作に関する研究, 
2022, 水工学論文集第 67 巻, 78, 2, I_1243, I_1248, 
10.2208/jscejhe.78.2_i_1243 

何 思儀; 米山 望; 平石 哲也, 砂丘を乗り越えた津波が

防潮堤に及ぼす波力に関する数値解析, 2022, 土木

学会論文集 B2(海岸工学), 78, 2, I_241, I_246, 
10.2208/kaigan.78.2_i_241 

鎌田暉; 竹之内健介; 高橋孟紀; 市田児太朗; 宮田秀介; 
堤大三; 矢守克也, 人の降雨に対する感覚特性の分

析－栃尾小学校の 4 年生児童と保護者を対象とす

るぼうさい空日記の分析を通じて－, 2022, 自然災

害科学(特別号）, 41, 203, 221,  
川池健司; 藤森健人; 山野井一輝, 実都市の建物配置と

建物内浸水を考慮した水理模型実験と氾濫解析モ

デルの開発, 202211, 土木学会論文集 B1（水工学）, 
78, 2, I_805, I_810,  

川崎浩司; 山本剛士; 松下紘資; 平石哲也; 間瀬肇, 消波

護岸の被覆形式の違いによる越波特性評価, 2022, 
土木学会論文集 B2（海岸工学）, 78, 2, I_595, I_600, 
10.2208/kaigan.78.2_i_595 

北島 響; 川池 健司; 山野井 一輝, 「流域治水」に向け

た都市域の氾濫解析による雨水貯留ポテンシャル

の評価, 202211, 土木学会論文集Ｂ１（水工学）, 78, 
2, I_811, I_816, 10.2208/jscejhe.78.2_i_811 

栗間 淳; 新垣 芳一; 後藤 浩之; 澤田 純男, 飽和土三相

系モデルに基づいた地盤の固体から流体への相変

化を考慮した支配方程式, 20221006, 土木学会論文

集 A1（構造・地震工学）, 78, 4, I_198, I_205, 
10.2208/jscejseee.78.4_i_198 

小柴 孝太; 村上 桂山; 清野 泰弘; 角 哲也, ダムのメン

テンナンスに資する堆砂測量で負の堆砂量が計測

される問題, 2022, インフラメンテナンス実践研究

論文集, 1, 1, 241, 250, 10.11532/jsceim.1.1_241 
後藤 浩之; Anirban CHAKRABORTY, 隣接値の有意差

を反映した空間確率場の表示法, 20221006, 土木学

会論文集 A1（構造・地震工学）, 78, 4, I_79, I_86, 
10.2208/jscejseee.78.4_i_79 

小比賀 亮仁; 廣井 慧; 樋口 智之; 篠田 陽一, 仮想現実

による水害時避難行動データの継続的な収集・活

用方法に関する検討, 202301, 情報処理学会論文誌

コンシューマ・デバイス＆システム（CDS）, 13, 1, 
1, 11,  

ゴメス クリストファー; 宮田秀介; 片岡幹人; 足利健

介; 金井彩佳; ブラダク バラージュ; 藤田正治, 粗粒

な未固結堆積物かさ密度測定のためのフィールド

SfM‐MVS 法 －ヒル谷観測流域での調査－, 
202211, 砂防学会誌, 75, 4, 25, 29,  

榊原 由理江; 河又 洋介; 藤田 皓平; 倉田 真宏, 目視点

検が困難な吊り配管等を対象とした画像モニタリ

ングシステム—病院機能を再現した 4 層実大鋼構造

架構の振動台実験による実証, 20220801, 日本建築

学会構造系論文集, 87, 798, 725, 736, 
10.3130/aijs.87.725 

佐山敬洋; 山田真史; 菅原快斗; 近者敦彦; 関本大晟; 山
崎大, 広域降雨流出氾濫モデルによる浸水分布の推

定 -地形補正の効果検証-, 202211, 土木学会水工学

論文集, 78, 2, I_565, I_570, 10.2208/jscejhe.78.2_i_565 
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山上 路生; 角 哲也; 酒井 良佑; 岡本 隆明; 小柴 孝太; 
髙田 翔也, 河道における沈木の発生と掃流機構に関

する実験的研究, 2022, 78, 2, I_589, I_594, 
10.2208/jscejhe.78.2_i_589 

志村智也; 西村柚希乃; 森 信人; 宮下卓也; 馬場康之; 
島村 翔; 安田誠宏, 2021 年夏季における台風高波の

多面的外洋観測 ―GPS 波浪ブイ，CFOSAT 衛星，

波浪モデルの相互比較―, 2022, 土木学会論文集

B2(海岸工学), 78, 2, I_397, I_402, 
10.2208/kaigan.78.2_i_397 

志村智也; 西村柚希乃; 森信人; 宮下卓也; 馬場康之; 島
村翔; 安田誠宏, 2021 年夏季における台風高波の多

面的外洋観測 ―GPS 波浪ブイ，CFOSAT 衛星，波

浪モデルの相互比較―, 2022, 土木学会論文集 B2
（海岸工学）, 78, 2, I_397, I_402,  

ショーバック ジェイコブ英輔; 栗間 淳; 後藤 浩之; 三
上 武子; 吉田 望; 澤田 純男, 深層学習と数理モデル

の組み合わせによる土の繰返しせん断特性の表現

法, 20221112, AI・データサイエンス論文集, 3, J2, 
201, 208, 10.11532/jsceiii.3.J2_201 

菅沼亮輔; 宮下卓也; 志村智也; 森信人, 大阪市を対象

とした南海トラフ地震による津波および強震動被

害の複合評価, 2022, 土木学会論文集 B2（海岸工

学）, 78, 2, I_205, I_210,  
杉山高志; 矢守克也, 防災実践における水平展開のメ

カニズムに関する実証的な検討, 2022, 災害情報, 20, 
171, 182,  

杉山高志; 矢守克也, 『震災の前日』の語りに関する

研究, 2022, 安全教育学研究,, 21, 3, 14,  
杉山高志; 矢守克也, 「Days-After」の視座を用いた防

災活動の分析, 2022, 実験社会心理学研究,  
大門大朗; 松原悠, COVID-19 パンデミック下における

日本の小規模事業者らの事業継続戦術 : KJ 法によ

る 2 つの仮説モデルの提案, 202210, 災害と共生, 6, 
1, 15, 28, 10.18910/89291 

髙田 翔也; 小柴 孝太; 角 哲也, ダムの常用洪水吐き呑

口周辺の流れおよび堆砂特性, 2022, 河川技術論文

集, 28, 469, 474, 10.11532/river.28.0_469 
高橋 徹; LY Sophearith; 西嶋 一欽, 令和元年台風 15 号

の被害に基づく家屋の耐風性能評価と経年劣化し

た外装下地材の耐風性能の比較実験, 20230220, 日
本建築学会技術報告集, 29, 71, 58, 61, 
10.3130/aijt.29.58 

田窪 亮介; 米山 望; 東海 明宏; 伊藤 理彩, 河川水塩分

を考慮した南海トラフ地震津波 来襲時の淀川にお

ける化学物質拡散予測, 2022, 土木学会論文集 B3
（海洋開発）, 78, 2, I_823, I_828, 
10.2208/jscejoe.78.2_i_823 

武田誠; 佐藤大介; 曽根原真秀; 豊田政史; 川池健司, 破
堤条件および建物の影響を考慮した千曲川におけ

る氾濫解析の精度評価, 202211, 土木学会論文集 B1
（水工学）, 78, 2, I_799, I_804,  

竹之内健介; 鈴木舜平; 本間基寛; 山口弘誠; 佐山敬洋; 
及川康; 大西正光; 矢守克也, 気象災害の潜在性を示

す情報の基礎的分析～情報の特徴分類と意識調査

を通じて～, 202211, 土木学会論文集 F6(安全問題),  

竹林洋史; 西村浩一; 山口 悟; 伊藤陽一; 安達 聖, 発
達・減衰過程を考慮した連続体モデルによる雪崩

数値シミュレーション, 202207, 雪氷, 84, 4, 283, 296,  
田中安理沙; 五十嵐孝浩; 竹林洋史; 浜田裕貴, 長期降

雨を考慮した土砂災害危険度判定, 202211, 土木学

会論文集 B1（水工学）, 78, 2, I_991, I_996,  
党紀; 談雨晴; 五十嵐晃; 姫野岳彦; 濱田由記, 高減衰ゴ

ムを用いる免震橋の低温環境における応答挙動に

関する実験的研究, 20221006, 土木学会論文集 A1
（構造・地震工学）, 78, 4, I_374, I_382, 
10.2208/jscejseee.78.4_i_374 

殿谷梓; 山崎新太郎, 徳島県，大歩危・小歩危峡谷の

開発と保護 ―三好ジオパーク構想地域の背景, 
202204, 地形, 43, 1, 35, 49,  

友清衣利子; 西嶋一欽, 令和元年台風第 15 号の強風に

よる被災住宅の特徴と被害の状況, 202206, 日本建

築学会技術報告集, 27, 1089, 1094,  
長嶋 史明; 川瀬 博, 拡散波動場理論に基づく強震時水

平増幅特性および地震基盤入射スペクトルの推定, 
20220531, 日本地震工学会論文集, 22, 2, 2_17, 2_36, 
10.5610/jaee.22.2_17 

永谷直昌; 泉山寛明; 山越隆雄; 竹林洋史, ペケレベツ

川 2 号砂防堰堤における土砂捕捉効果の検証, 
202211, 土木学会論文集 B1（水工学）, 78, 2, I_1081, 
I_1086,  

中野元太; 矢守克也; クラウ, L, 防災ナッジの概念整理

～Nudge or Judge? それが問題だ～, 2022, 自然災害

科学, 41, 23, 38,  
中道治久, 火山における 3 次元地震波速度トモグラフ

ィー実践法, 20220630, 火山, 67, 2, 207, 220, 
10.18940/kazan.67.2_207 

中本英利; 竹林洋史; 藤田正治, 宅地域における土砂災

害警戒区域等の評価と土石流氾濫リスクの空間分

布, 202211, 土木学会論文集 B1（水工学）, 78, 2, 
I_997, I_1002,  

西嶋一欽; 高橋徹; 友清衣利子, 令和元年台風第 15 号
による強風被害を受けた住家の補修状況ならびに

改修意欲に関する調査, 20220620, 日本建築学会技

術報告集, 28, 69, 1078, 1082, 10.3130/aijt.28.1078 
西嶋一欽; 米田格; 清水勝, 2021 年台風 16 号通過時の

低層建築物屋根への作用圧力と周辺風速の同時計

測, 2022, 風工学研究論文集, 27,  
羽鳥 剛史; 杉田 篤史; 志田 尚人; 片岡 由香; 大西 正光, 
協働の場づくりに向けたハーモニー共同行為の効

果検証, 202204, 土木学会論文集 D3（土木計画学）, 
78, 6, II_460, II_469, 10.2208/jscejipm.78.6_ii_460 

馬場康之; 森 信人; 平石哲也, トンガでの大規模噴火後

に田辺湾湾口部で観測された大気圧および水位変

動, 2022, 土木学会論文集 B2(海岸工学), 78, 2, I_163, 
I_168, 10.2208/kaigan.78.2_i_163 

人見真由; 倉田真宏; 相田伸二; 下戸学; 趙晃済; 大鶴繁, 
地震時における医療機器のロッキング・転倒に関

する危険性評価, 20221210, 生体医工学, 60, 6, 139, 
148, 10.11239/jsmbe.60.139 

深畑幸俊; 岡﨑智久; 西村卓也, GNSS データに基づく

日本列島の歪み速度場と島弧間および島弧内変動, 
20221025, 地学雑誌, 131, 5, 479, 496, 
10.5026/jgeography.131.479 
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福井信気; 森信人; 金洙列; 志村智也; 宮下卓也, 平均化

個別建物抗力モデルと適合格子細分化法を用いた

大都市の効率的な高潮浸水計算の開発, 2022, 土木

学会論文集 B2（海岸工学）, 78, 2, I_229, I_234,  
福島 秀哉; 白柳 洋俊; 羽鳥 剛史; 渡部 哲史, 石垣島集

落の空間的特徴と住民の地域認識の関係, 2022, 住
総研研究論文集・実践研究報告集, 48, 0, 155, 166, 
10.20803/jusokenronbunjisen.48.0_155 

藤村健介; 小槻峻司; 山田真史; 塩尻大也; 渡部哲史, 降
雨流出氾濫モデルのアンサンブルデータ同化安定

化に関する研究, 202211, 土木学会水工学論文集, 78, 
2, I_409, I_414, 10.2208/jscejhe.78.2_i_409 

マイコンフン; 中津良平; 土佐尚子; 楠見孝, AI による

アートスタイルの学習と心理実験によるその評価, 
202209, 芸術科学会論文誌, 21, 3, 123, 135,  

松原優輝; 小島紘太郎; 張子露; 金尾伊織; 倉田真宏, 配
管用炭素鋼鋼管の繰返し曲げ実験, 202303, 構造工

学論文集, 69, B, 345, 351, 10.3130/aijjse.69b.0_345 
松原悠; 大門大朗, 新型コロナウイルス感染症の流行

下における社会規範の変化が小規模事業者に与え

た影響 : 27 の小規模事業者へのインタビュー調査

に基づく分析, 202210, 災害と共生, 6, 1, 1, 14, 
10.18910/89290 

松本祐輝; 池田芳樹, 建物の基礎免震，中間層免震お

よび同調型マスダンパによる制振の統一的理解, 
202204, 構造工学論文集（日本建築学会）, 68B, 367, 
375, 10.3130/aijjse.68B.0_367 

宮内海峰; 森信人; 志村智也; 建部洋晶; 宮下卓也; 今井

優樹; 二宮順一, 気候変化に伴う日本周辺海域にお

ける月平均海面水位変動の主要因分析, 2022, 土木

学会論文集 B2（海岸工学）, 78, 2, I_949, I_954,  
三宅克典; 栗田剛; 西嶋一欽, PTV 技術を用いた有風下

での雨滴追跡による風速推定とばらつきの要因分

析, 2022, 風工学研究論文集, 27,  
宮下卓也, HO, T.-C., 森信人, & 志村智也, 日本の太平

洋沿岸を対象とした地形効果による津波の周波数

応答特性の推定, 2022, 土木学会論文集 B2（海岸工

学）, 78, 2, I_55, I_60,  
柳田 浩嗣; 仲谷 幸浩; 八木原 寛; 平野 舟一郎; 小林 励
司; 山下 裕亮; 松島 健; 清水 洋; 内田 和也; 馬越 孝
道; 八木 光晴; 森井 康宏; 中東 和夫; 篠原 雅尚, 2015
年 11 月に沖縄トラフ北部で発生した地震 (M 7.1) 
の余震活動と背弧リフティング, 20220427, 地震 第
2 輯, 75, May, 29, 41, 10.4294/zisin.2021-12 

山本圭吾, 精密水準測量概説─火山活動に伴う微小な

地盤上下変動の検出を目指して─, 20220406, 火山, 
67, 2, 221, 231,  

矢守克也, 書評論文「測りすぎ」, 2022, 災害と共生,  
矢守克也, 書評論文「学習の生態学」, 2022, 災害と共

生,  
矢守克也, 起こらなかった災害に関する研究：防災学

における IF の効用について, 2022, 災害と共生, 5, 
15, 24,  

矢守克也, ナラティヴ論の視点に立った防災・減災研

究と復旧・復興研究との融合, 2022, 災害情報,, 20, 
41, 50,  

矢守克也; 岡田夏美, メタレベルの視点に立った防

災・減災に関する質問紙調査研究の分析, 2022, 実
験社会心理学研究,  

矢守克也; 松原悠, 「自粛」のグループ・ダイナミッ

クス, 2022, 実験社会心理学研究,  
李旉昕; 竹之内健介; 巫仲明; 許瓊文; 矢守克也, 土砂災

害に対する地域防災のステークホルダーの関係性

について～日本と台湾の比較を通じて～, 2022, 自
然災害科学,  

若林環; 風間卓仁; 福田洋一; 安部祐希; 吉川 慎; 大倉

敬宏; 今西祐一; 西山竜一; 山本 圭吾, LaCoste 型お

よび Scintrex 型相対重力計におけるスケールファク

ターの読取値依存性の検定, 20221016, 測地学会誌, 
68, 49, 68, 10.11366/sokuchi.68.49 

A. Taketa; R. Nishiyama; K. Yamamoto; M. Iguchi, 
Radiography using cosmic-ray electromagnetic showers 
and its application in hydrology, 20221121, Scientific 
Reports, 12, 1, 10.1038/s41598-022-24765-7 

Ai-Xia Feng; Qi-Guang Wang; Shi-Xuan Zhang; Takeshi 
Enomoto; Zhi-Qiang Gong; Ying-Ying Hu; Guo-Lin 
Feng, Characteristics of vapor based on complex 
networks in China, 20220601, Chinese Physics B, 31, 4, 
049201, 049201, 10.1088/1674-1056/ac43a3 

Aixin Cai; Maohong Liu; Huan Liu, A methodology for 
evaluating salespeople performance considering 
efficiency and effect: A case study of a liquor company 
in China, 20220812, Frontiers in Psychology, 13, 
10.3389/fpsyg.2022.923198 

Anatoly Petukhin; Hiroshi Kawase; Fumiaki Nagashima; 
Eri Ito, Characterized source model of the M7.3 2016 
Kumamoto earthquake by the 3D reciprocity GFs 
inversion with special reference to the velocity pulse at 
KMMH16, 202301, EARTH PLANETS AND SPACE, 
75, 1, 10.1186/s40623-023-01768-w 

Anurag Sahare; Kyohei Ueda; Ryosuke Uzuoka, 
Corrigendum to “Influence of the sloping ground 
conditions and the subsequent shaking events on the pile 
group response subjected to kinematic interactions for a 
liquefiable sloping ground”[Soil Dyn. Earthq. Eng. 152 
(2022) 107036] (Soil Dynamics and Earthquake 
Engineering (2022) 152, (S0267726121004589), 
(10.1016/j.soildyn.2021.107036)), 202205, Soil 
Dynamics and Earthquake Engineering, 156, 
10.1016/j.soildyn.2022.107208 

Atikul Haque Farazi; Yoshihiro Ito; Emmanuel Soliman M 
Garcia; Agostiny Marrios Lontsi; Francisco José 
Sánchez-Sesma; Aristoteles Jaramillo; Shukei Ohyanagi; 
Ryota Hino; Masanao Shinohara, Shear wave velocity 
structure at the Fukushima forearc region based on H/V 
analysis of ambient noise recordings by ocean bottom 
seismometers, 20230124, Geophysical Journal 
International, 233, 3, 1801, 1820, 10.1093/gji/ggad028 

Audrius Sabunas; Nobuhito Mori; Tomoya Shimura; 
Nobuki Fukui; Takuya Miyashita, Estimating 
Compounding Storm Surge and Sea Level Rise Effects 
and Bias Correction Impact when Projecting Future 
Impact on Volcanic Islands in Oceania. Case Study of 
Viti Levu, Fiji, 202204, FRONTIERS IN BUILT 
ENVIRONMENT, 8, 10.3389/fbuil.2022.796471 

Bryam Astudillo; David Rivera; Barbara Simpson; Larry 
Fahnestock; Richard Sause; James Ricles; Masahiro 
Kurata; Taichiro Okazaki; Yohsuke Kawamata; Zhuoqi 
Tao; Jessica Duke; Yi Qie, Numerical Response 
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Estimations of a Frame-Spine-FLC System Prior to 
Experimental Dynamic Testing, 202205, Lecture Notes 
in Civil Engineering, 370, 378, 10.1007/978-3-031-
03811-2_37 

Che‐Wei Chang; Nobuhito Mori; Naoki Tsuruta; Kojiro 
Suzuki; Hideaki Yanagisawa, An Experimental Study of 
Mangrove‐Induced Resistance on Water Waves 
Considering the Impacts of Typical <i>Rhizophora</i> 
Roots, 202206, Journal of Geophysical Research: 
Oceans, 127, 6, 10.1029/2022jc018653 

Chuanbin Zhu; Fabrice Cotton; Hiroshi Kawase; Kenichi 
Nakano, How well can we predict earthquake site 
response so far? Machine learning vs physics-based 
modeling, 20220817, Earthquake Spectra, 
875529302211163, 875529302211163, 
10.1177/87552930221116399 

Cong Hung Mai; Mai Xuan Trang; Akihiro Yamada; 
Naoko Tosa; Ryohei Nakatsu, Improvement of Deep 
Learning Technology To Create 3D Model of Fluid Art, 
202211, FIP International Conference on Entertainment 
Computing 2022,, 227, 237,  

Cong Hung Mai; Ryohei Nakatsu; Naoko Tosa; Takashi 
Kusumi, Learning of Art Style Using AI and Its 
Evaluation Based on Psychological Experiments, 
202212, International Journal of Art and Technology, 14, 
3, 171, 191,  

D Sato; Yukitoshi Fukahata; Yohei Nozue, Appropriate 
reduction of the posterior distribution in fully Bayesian 
inversions, 20220723, Geophysical Journal International, 
231, 2, 950, 981, 10.1093/gji/ggac231 

Dario Chieppa; Manuel Hobiger; Fumiaki Nagashima; 
Hiroshi Kawase; Donat Faeh, Identification of 
Subsurface Structures Using H/V Curves from 
Earthquake Recordings: Application to Seismic Stations 
in Switzerland, 202303, PURE AND APPLIED 
GEOPHYSICS, 180, 3, 755, 787, 10.1007/s00024-022-
03226-2 

Dimitrios Tzioutzios; Jeong Nam Kim; Ana Maria Cruz, 
Appetite for Natech Risk Information in Japan: 
Understanding Citizens’ Communicative Behavior 
Towards Risk Information Disclosure Around Osaka 
Bay, 202206, International Journal of Disaster Risk 
Science, 13, 3, 372, 390, 10.1007/s13753-022-00415-4 

Eisuke Fujita; Hiroyuki A. Shimizu; Haruhisa Nakamichi, 
High Precision Lava Flow Simulation Using 8K Drone 
Digital Elevation Data, 20220801, Journal of Disaster 
Research, 17, 5, 779, 790, 10.20965/jdr.2022.p0779 

Fanyu Zhang; Gonghui Wang; Jianbing Peng, Initiation 
and mobility of recurring loess flowslides on the 
Heifangtai irrigated terrace in China: Insights from 
hydrogeological conditions and liquefaction criteria, 
202206, Engineering Geology, 302, 106619, 106619, 
10.1016/j.enggeo.2022.106619 

Fuko Nakai; Genta Nakano, Community-mediated 
individual disaster preparedness practices: A case study 
in Kochi, Japan, 202302, International Journal of 
Disaster Risk Reduction, 86, 103532, 103532, 
10.1016/j.ijdrr.2023.103532 

Fumiaki Nagashima; Hiroshi Kawase; Kenichi Nakano; Eri 
Ito, Subsurface structure identification at the blind 
prediction site of ESG6 based on the earthquake-to-
microtremor ratio method and diffuse field concept for 
earthquakes, 202303, EARTH PLANETS AND SPACE, 
75, 1, 10.1186/s40623-023-01791-x 

G. Duan; K. Nakamae; T. Takemi, Impacts of urban 
morphometric indices on ventilation, 202302, Building 
and Environment, 229, 109907, 109907, 
10.1016/j.buildenv.2022.109907 

Gonghui Wang; Naoki Watanabe; Keisuke Hoshikawa; 
Gen Furuya; Fei Cai; Shengshan Wu, Diverse shear 
behaviors of clayey materials: Implications for differing 
landsliding behaviors within the same area in Niigata, 
Japan, 202301, Engineering Geology, 312, 106932, 
106932, 10.1016/j.enggeo.2022.106932 

Haibo Miao; Gonghui Wang, Shear rate effect on the 
residual strength of saturated clayey and granular soils 
under low- to high-rate continuous shearing, 202210, 
Engineering Geology, 308, 106821, 106821, 
10.1016/j.enggeo.2022.106821 

Haris Rahadianto; Hirokazu Tatano; Masato Iguchi; 
Hiroshi L. Tanaka; Tetsuya Takemi; Sudip Roy, Long-
term ash dispersal dataset of the Sakurajima Taisho 
eruption for ashfall disaster countermeasure, 20221202, 
Earth System Science Data, 14, 12, 5309, 5332, 
10.5194/essd-14-5309-2022 

Haruhisa Nakamichi; Yoshiharu Hirayama; Toshiharu 
Ikeda; Hiroshi Ando; Keiji Takeuchi, A Half-Year Long 
Observation at Sakurajima Volcano, Japan Using a 
Multi-Channeled Seismometer System with Phase-
Shifted Optical Interferometry, 20220801, Journal of 
Disaster Research, 17, 5, 670, 682, 
10.20965/jdr.2022.p0670 

Heli Yu; Kazuki Yamanoi; Kenji Kawaike, 3D simulation 
of flow and local scour around a spur dike with different 
location in meandering channels with different sinuosity, 
202211, Journal of JSCE, Ser. B1 (Hydraulic 
Engineering), 78, 2, I_1207, I_1212,  
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9.4 受賞（教職員）  
 
令和 4 年度 

氏名 賞名 受賞年月日 

PANG Yunian 「美しい炎」の写真展優秀作品賞（一般社団法人日本燃焼学会） 2022/11/23 

池田 芳樹 構造制御・モニタリング国際学会小堀鐸二賞 2022/07/21 

池淵 周一 
（名誉教授） 

令和４年春の叙勲 瑞宝中綬章 2022/04/29 

王功輝 日本応用地質学会令和 4 年論文賞 2022/06/17 

王功輝 Outstanding Editorial Board Member Award 2022/01 

釜井 俊孝 
（名誉教授） 

日本応用地質学会令和 4 年論文賞 2022/06/17 

倉田 真宏 最優秀論文賞 2023/03/13 

倉田 真宏 Structural Engineering Awards 2022: Research 2022/11 

小松 信太郎 SGEPSS 論文賞 2022/11/06 

後藤 浩之 土木学会構造工学委員会 AI・データサイエンス論文賞 2022/12/01 

佐山 敬洋 日本気象協会岡田賞（一般財団法人日本気象協会） 2022/09/28 

澤田 純男 土木学会構造工学委員会 AI・データサイエンス論文賞 2022/12/01 

志村 智也 土木学会海岸工学論文賞 2022/11/08 

寶 馨 令和 3 年度土木学会功績賞 2022/06/10 

竹林 洋史 Best Introduction Award 2022/11/11 

竹見 哲也 AAS Outstanding Editor Award 2022/05/26 

土佐 尚子 「美しい炎」の写真展優秀作品賞（一般社団法人日本燃焼学会） 2022/11/23 

土井 一生 日本応用地質学会令和 4 年論文賞 2022/06/17 

中津 良平 「美しい炎」の写真展優秀作品賞（一般社団法人日本燃焼学会） 2022/11/23 

仲 ゆかり 水文・水資源学会／日本水文科学会 2022 年度研究発表会 優秀発表賞 2022/09/07 

西嶋 一欽 日本風工学会技術開発賞 2023/03 

藤田 正治 令和 4 年度砂防学会技術賞 2022/05/11 

平石 哲也 土木学会令和 3 年度論文賞 2022/06/10 

牧 紀男 令和 4 年防災功労者防災担当大臣表彰 2022/09/15 

宮下 卓也 土木学会海岸工学論文賞 2022/11/08 

森 信人 土木学会海岸工学論文賞 2022/11/08 

間瀬 肇 
（名誉教授） 

土木学会令和 3 年度論文賞 2022/06/10 

宮田 秀介 令和 4 年度砂防学会技術賞 2022/05/11 

山﨑 健一 SGEPSS 論文賞 2022/11/06 
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山田 真澄 
2022 年度 異能 vation ジェネレーションアワード部門国際航業株式会

社企業特別賞 
2023/01/25 

山田 真澄 第 15 回京都大学たちばな賞（優秀女性研究者賞） 2023/03/06 

吉村 令慧 SGEPSS 論文賞 2022/11/06 
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